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こ
の
会
計
は
管
理
業
務
や
互
助

会
全
般
に
関
す
る
事
項
の
会
計
で

す
。本

年
度
は
、
基
本
財
産
の
利
配

等
収
益
が
少
な
い
の
で
他
会
計
か

ら
繰
入
金
収
入
を
５
百
万
円
計
上

し
、
収
支
を
改
善
す
る
こ
と
に
し
、

３
万
５
千
円
の
収
支
差
額
が
見
込

ま
れ
、
次
期
繰
越
収
支
差
額
に
計

上
す
る
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

収
支
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第107回理事会

去
る
二
月
二
十
八
日
開
催
さ
れ
た
第
百
七
回
理
事
会
に
お
い

て
、平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
案
等
が
、原
案
の
と
お

り
議
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

法人会計収支
（単位：千円）

科　　目 金　額

収
　
入

基本財産運用収入 6

雑 収 入 5

繰 入 金 収 入 5,000

計 5,011

支
　
出

管 理 費 4,976

計 4,976

収支差額 35

等
の
諸
事
業
も
引
き
継
が
れ
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

移
行
後
も
今
ま
で
ど
お
り
会
員

の
皆
様
や
ご
家
族
の
福
利
厚
生
の

一
助
を
担
う
組
織
と
し
て
、
本
会

の
事
業
運
営
に
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
公
益
法

人
改
革
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
心
か
ら
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
新
法
人
設
立
後
３
月
以

内
に
平
成
24
年
度
決
算
の
正
味
財

産
額
に
よ
り
作
成
し
た
公
益
目
的

支
出
計
画
書
を
主
務
官
庁
に
提
出

し
、「
公
益
事
業
」
を
実
施
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
公
益
事
業
支
出
計

画
に
つ
い
て
は
、
本
誌
の
平
成
25
年

度
事
業
計
画
及
び
予
算
の
公
益
事
業

会
計
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
新
法
人
で
は
予
算
策
定

上
、
収
支
相
償
を
原
則
と
し
て
お

り
ま
す
。

本
会
は
、
平
成
25
年
3
月
25
日
付

で
一
般
財
団
法
人
と
し
て
認
可
さ

れ
、
4
月
1
日
付
で
移
行
登
記
が
完

了
し
新
法
人
の
名
称
「
一
般
財
団
法

人
愛
媛
県
市
町
村
職
員
互
助
会
」
と

し
て
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

新
法
人
は
、
本
会
の
目
的
や
役

員
等
構
成
を
旧
財
団
法
人
か
ら
踏

襲
し
て
い
る
ほ
か
、
給
付
や
助
成

平成25年度事業計画及び予算にかかる各事業会計の概要

平成25年度事業計画及び予算承認

法

人

会

計

一
般
財
団
法
人
へ
の
移
行
に
つ
い
て

24月号



　　

こ
の
会
計
で
は
、
現
職
会
員
及
び

退
職
会
員
並
び
に
そ
の
家
族
の
生
活

の
安
定
と
福
利
の
増
進
に
寄
与
し
、

併
せ
て
公
務
の
効
率
的
運
営
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
皆
様

の
職
場
と
暮
ら
し
に
最
も
身
近
な
事

業
で
す
。

◇
現
職
会
員
に
対
す
る
給
付
事
業（
医

療
補
助
金
を
除
く
。）
を
運
営
す
る

給
付
事
業
会
計
の
給
付
は
17
種
類

で
す
。

◇
現
職
会
員
に
対
す
る
「
医
療
補
助

金
」
の
給
付
事
業
を
運
営
す
る
共

済
事
業
会
計
は
、
公
費
（
負
担
金
）

を
財
源
と
し
な
い
で
、
会
員
の
掛

金
１
千
分
の
１
の
み
を
財
源
と
し

た
制
度
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

◇
退
職
会
員
に
対
す
る
給
付
の
退
職

者
医
療
給
付
事
業
を
運
営
す
る
退

職
福
祉
事
業
会
計
は
、
現
職
期
間

中
の
掛
金
の
１
千
分
の
０
・
５
相
当

分
が
積
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
会
計
は
、
地
域
住
民
の
福
祉

の
向
上
に
係
る
活
動
を
通
じ
、
市
町

行
政
の
円
滑
、
か
つ
能
率
的
運
営
を

支
援
し
、
併
せ
て
地
方
自
治
の
振
興

及
び
社
会
公
共
の
福
祉
の
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
公
益
事
業

を
行
い
ま
す
。

次
表
の
と
お
り
、
旧
法
人
の
公
益

事
業
の
一
部
を
継
承
し
、
支
出
額
が

１
件
25
万
円
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

平成25年度公益事業実施計画

厚生事業会計（支出） 合計 28,053千円 厚生事業会計（収入） 合計 31,261千円 

事業収入
（保険手数料収入）
31,247千円
〔99.95％〕

当期収支差額
3,208千円

雑収入
（受取利息）
14千円
〔0.05％〕

その他支出
（他会計へ繰入金支出）
3,000千円
〔11％〕 管理費

（給料手当・
旅費交通費・賃借料等）
25,053千円
〔89％〕

現
職
会
員
等
の
生
活
の
安
定
と

福
利
の
増
進
を
は
か
る
た
め
、
次

の
事
業
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

一
　
が
ん
保
険
事
業

二
　
共
済
グ
ル
ー
プ
保
険

　
　（
一
）団
体
定
期
保
険

　
　（
二
）医
療
保
障
保
険

　
　（
三
）療
養
給
付
プ
ラ
ン

　
　（
四
）重
病
克
服
支
援

三
　
積
立
年
金
事
業

　
　
新
規
加
入
者
　
中
止

新
規
加
入
・
内
容
の
変
更
等
に

つ
い
て
は
、
が
ん
保
険
は
、
平
成

25
年
６
月
下
旬
か
ら
７
月
に
、
共

済
グ
ル
ー
プ
保
険
は
、
平
成
25
年

８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
、
そ

れ
ぞ
れ
募
集
し
ま
す
の
で
、
そ
の

と
き
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

事　　業　　項　　目 予　算　額 備　考

公立養護施設に対する奉仕事業 1,000千円 ４施設へ実施

地域住民の自治意識の啓発に関す
る事業

1,000千円 ４市町へ実施

市町又は市町職員が住民を対象と
して行う文化活動に対する助成に
関する事業

1,000千円 ４市町へ実施

合　　　　　計 3,000千円

給
付
事
業
会
計
等

公
益
事
業
会
計

厚
生
事
業
会
計
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給付事業会計等（支出） 合計 431,096千円 給付事業会計等（収入） 合計 431,096千円 

積立金取崩収入  301千円〔0.7%〕

長期前受収益繰入支出
99,569千円〔23%〕

雑収入（受取利息）
3,461千円〔1％〕

長期前受収益等
取崩収入
169,184千円
〔39.3％〕

積立金支出 22,512千円〔5%〕

退職餞別引当預金支出 27,054千円〔6%〕その他の支出 5,000千円〔1%〕

事業収入
（掛金・負担金等）
258,150千円
〔59％〕

事業費
（医療補助金・
人間ドック等補助金・
退職医療給付金等）
251,534千円
〔58％〕管理費

（給料手当・賃借料・
印刷製本費等）
25,427千円〔6％〕

勧
奨
退
職
後
の
翌
年
度
に
限
り
職

員
研
修
事
業
の
参
加
を
認
め
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

◇
そ
の
他
の
給
付
は
、
平
成
24
年
度

の
給
付
金
額
を
踏
襲
し
て
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
こ
の
会
計
で
は
、
退
職
者
医
療
給

付
事
業
と
し
て
、
現
職
会
員
が
退

職
後
国
民
健
康
保
険
等
に
加
入

し
た
場
合
、
医
療
費
の
自
己
負
担

が
増
大
し
、
長
期
入
院
を
し
た
場

合
な
ど
は
生
活
が
圧
迫
さ
れ
る

な
ど
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
心
配
を
解
消
す
る
た
め
退

職
後
満
60
歳
に
達
し
た
日
か
ら

満
70
歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る

月
の
月
末
ま
で
の
間
、
医
療
費
の

自
己
負
担
額
の
一
部
が
補
て
ん

さ
れ
る
事
業
を
し
て
い
ま
す
。

◇
退
職
後
退
職
者
医
療
給
付
事
業

に
加
入
さ
れ
た
退
職
会
員
の
医

療
給
付
の
基
礎
控
除
額
は
、
平

成
25
年
度
は
前
年
同
様
７
千
円

で
実
施
い
た
し
ま
す
。

◇
共
済
組
合
の
一
部
負
担
金
払
戻
金

等
に
つ
い
て
は
、
上
位
所
得
者（
給

料
月
額
42
万
４
千
円（
特
別
職

53
万
円
））
に
係
る
基
礎
控
除
額

を
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
等
の
改

正
が
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◇
本
会
の
医
療
補
助
金
の
基
礎
控

除
額
は
、
共
済
組
合
の
一
部
負
担

金
払
戻
金
等
に
係
る
基
礎
控
除

額
よ
り
低
額
で
あ
る
た
め
、
共
済

組
合
の
基
礎
控
除
額
と
の
差
額

分
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
給
付
金
の
支
出
を
抑
制
し

財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
平

成
25
年
４
月
診
療
分
以
降
の
医

療
補
助
金
の
基
礎
控
除
額
を
現

行
の
１
万
１
千
円
を
１
万
３
千

円
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
給
付
事
業
会
計
等

の
収
支
は
下
図
と
お
り
で
す
。

　

給
付
の
種
類
及
び
給
付
額
は
、
別

表（
６
〜
７
頁
参
照
）の
と
お
り
で
す
。

「
医
療
補
助
金
」
の
基
礎
控
除
額
を

１
万
３
千
円
に
引
き
上
げ

◇
公
益
法
人
改
革
に
よ
る
一
般
財
団

法
人
へ
移
行
の
た
め
資
産
を
圧
縮

し
た
こ
と
で
、
不
足
金
補
て
ん
積

立
金
の
減
額
及
び
新
法
人
移
行
後

の
会
計
上
収
支
相
償
の
原
則
の
制

約
に
よ
る
不
足
金
の
補
て
ん
が
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
人
間
ド
ッ
ク

等
補
助
金
の
額
を
各
受
検
コ
ー
ス

当
た
り
の
補
助
か
ら
１
受
検
に
つ

き
一
律
１
千
円
の
補
助
に
引
き
下

げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◇
所
属
所
に
お
い
て
現
職
会
員
が
１

週
間
の
連
続
休
暇
取
得
が
難
し
い

等
と
し
て
参
加
資
格
の
改
善
要
望

も
多
く
あ
り
、
定
年
退
職
後
及
び

人
間
ド
ッ
ク
等
補
助
金
を
１
受
検
に

つ
き
一
律
１
千
円
に
減
額

職
員
研
修
事
業
の
参
加
資
格
に

定
年
・
勧
奨
退
職
者
を
追
加

平成25年度人間ドック等
補助金額                 ( 単位：円 )
受検コース 変更前 変更後
１ 日
ド ッ ク 16,800

1受検
につき
一律
1,000
円

２ 日 通
院ドック 18,000

１泊２日
ド ッ ク 22,400

脳ドック 22,000

給
付
事
業
会
計

退
職
福
祉
事
業
会
計

共
済
事
業
会
計

44月号



行　　程5
未定（11月）【６泊７日】

40人（退職予定者以外の枠５人を含む。）

未定（互助会の助成金額は、「カナダ」と同じ）

「カナダ」と同じ

日　　程

募 集 人 数

費　　用

応募資格、ホテルの宿泊室、
参加者の決定方法及び催行の可否

1

2

3

4

《日次》 《日　　程》 《宿泊地》

松山空港 ─ 伊丹空港 ─ 関西空港 
─ （ニュージーランドへ） ─ （機内泊）

クライストチャーチ空港 ─ クライストチャーチ市内研修 クライスト
チャーチ

クライストチャーチ ─ カンタベリー平原 ─ テカポ湖 
─ マウントクック国立公園 ─ クイーンズタウン

クイ－ンズ
タウン

クイーンズタウン ─ フィヨルド国立公園 
─ クイーンズタウン

クイ－ンズ
タウン

クイーンズタウン空港 ─ オークランド空港
─ オークランド市内研修

オーク
ランド

オークランド ─ ワイトモ洞窟 ─ オークランド オーク
ランド

ホテル ─ オークランド空港 ─ 関西空港
 ─ 伊丹空港 ─ 松山空港 （解　散）

行　　程5
未定（11月）【５泊６日】

40人（退職予定者以外の枠５人を含む。）

未定（互助会の助成金額は、「カナダ」と同じ）

「カナダ」と同じ

日　　程

募 集 人 数

費　　用

応募資格、ホテルの宿泊室、
参加者の決定方法及び催行の可否

1

2

3

4

《日次》 《日　　程》 《宿泊地》

松山空港 ─ 福岡空港 ─ 博多駅 ─ 鹿児島中央駅
─ 鹿児島港 ─ 屋久島港 ─ 屋久島研修 屋久島

屋久島港 ─ 種子島港 ─ 種子島研修 ─ 種子島港 ─ 屋久島港 屋久島

屋久島港 ─ 鹿児島港 ─ 鹿児島空港 ─ 那覇空港
 ─ 石垣空港 ─ 川平湾 ─ 石垣島 石垣市

石垣市内研修（西表島・由布島・竹富島めぐり） 石垣市

石垣空港 ─ 那覇空港 ─ 那覇市内 ─ 美ら海水族館
 ─ 万座毛 ─ 那覇市内 那覇市

那覇市内研修（守礼の門、首里城公園等）
 ─ 那覇空港 ─ 松山空港 （解　散）

行　　程5
未定（９月下旬～10月）【４泊５日】

４０人（退職予定者以外の枠５人を含む。）

未定（互助会の助成金額は、「カナダ」と同じ）

「カナダ」と同じ

日　　程

募 集 人 数

費　　用

応募資格、ホテルの宿泊室、
参加者の決定方法及び催行の可否

1

2

3

4

《日次》 《日　　程》 《宿泊地》

松山空港 ─ 羽田空港 ─ 新千歳空港 ─ 旭川 ─ 層雲峡 層雲峡

層雲峡 ─ 銀河・流星の滝 ─
 ─ 網走（博物館網走監獄・オホーツク流氷館） ─ ウトロ ウトロ

   知床観光船
ウトロ 　　 ウトロ ─ 知床峠 ─ 羅臼 ─ トドワラ

 ─ 摩周湖 ─ 硫黄山 ─ 阿寒湖畔
阿寒湖畔

  阿寒湖遊覧船
阿寒湖 　　 阿寒湖 ─ 清水 ─ 夕張 ─ 札幌市内 札幌市内

札幌市内 ─ 小樽市内 ─ 新千歳空港 ─ 羽田空港 ─ 松山空港 （解　散）

①
②
③
④
⑤

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

①
②
③
④
⑤
⑥

北 海 道 （３班）

ニュージーランド （４班）

沖縄・屋久島等 （５班）

《宿泊地》

北海道・
ニュージーランド・
沖縄・屋久島等の7月募集概要

職員研修事業

5 4月号



給 付 内 容

64月号

●入院差額料補助金 ● ● ●
　現職会員又はその被扶養者が入院し、主治医の承認を受
け、治療上個室に収容され、その室の差額を負担した場合
　1日につき2,000円　（限度100日)

予算額　6,374,000円

●入院見舞金 ● ● ●
　現職会員が病気又は負傷で保険医療機関に引き続き8日
以上入院した場合　20,000円

予算額　5,820,000円

●災害見舞金 ● ● ●
　現職会員が水震火災その他の非常災害により住居及び家
財の５分の１以上損害を受けた場合　50,000円

予算額　750,000円

● 結婚祝金 ● ● ●
　現職会員が結婚した場合（退職後3ヶ月以内の場合を含
む。）
　初婚　30,000円
　再婚　15,000円

予算額　6,585,000円

●出産祝金 ● ● ●
　現職会員又はその配偶者が出産した場合（退職後6ヶ月以
内の場合を含む。）　20,000円

予算額　12,820,000円

●入学祝金 ● ● ●
　現職会員の子が小学校又は中学校に入学した場合
　25,000円

予算額　35,900,000円

● 銀婚祝金 ● ● ●
　現職会員が結婚して満25年を迎えた場合　15,000円

予算額　1,380,000円

●職員研修事業助成金 ● ● ●
　現職会員の視野を広め、資質の向上に資するため、互助
会において実施する国内外の研修事業に参加する現職会員
に費用の一部を助成する。（退職予定者は配偶者も含む。）
　50,000円

予算額　7,750,000円

● 永年会員祝金 ● ● ●
　現職会員の在会期間が引き続き20年又は30年に達した
場合（特別職は、10年又は15年）
　20年（特別職10年）　10,000円
　30年（特別職15年）　15,000円

予算額　13,075,000円

●死亡弔慰金 ● ● ●
　現職会員及びその配偶者、子、父母及び被扶養者が死亡
した場合
　現職会員　30,000円　
　その他　　10,000円

予算額　3,420,000円

●人間ドック等補助金 ● ● ●
　現職会員又はその被扶養者が人間ドックを利用した場合
又は現職会員が脳ドックを利用した場合
　１受検　一律　1,000円
　

予算額　11,530,000円

●在宅看護見舞金 ● ● ●
　現職会員又は同居の家族が自宅において同居の常時介護
を必要とする家族を1月以上看護した場合
　10,000円（１事業年度に1回）

予算額　130,000円

●遺児奨学一時金 ● ● ●
　現職会員が死亡したとき、生計を同じくしている18歳
に達する日以後の最初の3月31日までの間にある子（就労
している子は除く。）　１子につき100,000円

予算額　500,000円

●会議費 ● ● ●
　共済組合等と共同して生涯生活設計セミナー等を開催す
る。

予算額　550,000円

現 職 会 員

入院差額料補助金 ● ● ●

現職会員又はその被扶養者が入院し、主治医の承認を受
け、治療上個室に収容され、その室の差額を負担した場合
　1日につき2,000円　（限度100日)

予算額　6,374,000円

入院見舞金 ● ● ●

　現職会員が病気又は負傷で保険医療機関に引き続き8日
以上入院した場合　20,000円

予算額　5,820,000円

災害見舞金 ● ● ●

　現職会員が水震火災その他の非常災害により住居及び家
財の５分の１以上損害を受けた場合　50,000円

予算額　750,000円

結婚祝金 ● ● ●

　現職会員が結婚した場合（退職後3ヶ月以内の場合を含
む。）
　初婚　30,000円
　再婚　15,000円

予算額　6,585,000円

出産祝金 ● ● ●

　現職会員又はその配偶者が出産した場合（退職後6ヶ月以
内の場合を含む。）　20,000円

予算額　12,820,000円

入学祝金 ● ● ●

　現職会員の子が小学校又は中学校に入学した場合
　25,000円

予算額　35,900,000円

銀婚祝金 ● ● ●

　現職会員が結婚して満25年を迎えた場合　15,000円

予算額　1,380,000円

職員研修事業助成金 ● ● ●

　現職会員の視野を広め、資質の向上に資するため、互助
会において実施する国内外の研修事業に参加する現職会員
に費用の一部を助成する。（退職予定者は配偶者も含む。）
　50,000円

予算額　7,750,000円

永年会員祝金 ● ● ●

　現職会員の在会期間が引き続き20年又は30年に達した
場合（特別職は、10年又は15年）
　20年（特別職10年）　10,000円
　30年（特別職15年）　15,000円

予算額　13,075,000円

死亡弔慰金 ● ● ●

　現職会員及びその配偶者、子、父母及び被扶養者が死亡
した場合
　現職会員　30,000円　
　その他　　10,000円

予算額　3,420,000円

人間ドック等補助金 ● ● ●

　現職会員又はその被扶養者が人間ドックを利用した場合
又は現職会員が脳ドックを利用した場合
　１受検　一律　1,000円

予算額　11,530,000円

在宅看護見舞金 ● ● ●

　現職会員又は同居の家族が自宅において同居の常時介護
を必要とする家族を1月以上看護した場合
　10,000円（１事業年度に1回）

予算額　130,000円

遺児奨学一時金 ● ● ●

　現職会員が死亡したとき、生計を同じくしている18歳
に達する日以後の最初の3月31日までの間にある子（就労
している子は除く。）　１子につき100,000円

予算額　500,000円

会議費 ● ● ●

　共済組合等と共同して生涯生活設計セミナー等を開催す
る。

予算額　550,000円



給 付 事 業 の

7 4月号

●退職医療給付金 ● ● ●
　退職会員等が病気又は負傷で保険医療機関等に医療費の
支払をした場合
　1月につき7,000円を控除した金額
　（100円未満は切捨て）

予算額　53,117,000円

●退職医療返還一時金 ● ● ●
(1)現職会員が退職した場合において、退職会員になる資
     格のない者又は退職会員にならなかった者
　 在職期間１年につき5,000円
(2)満60歳を超えて退職会員等の資格を取得した場合
     60歳を超える年数１年につき 5,000円

予算額　14,917,000円

●退職医療死亡弔慰金 ● ● ●
(1)退職会員等が満55歳以上満60歳未満で死亡した場合
一時拠出金額と現職会員期間１年につき5,000円を合
算した額 

(2)退職会員等が満60歳以上70歳未満で死亡した場合
給付残存期間1年につき10,000円

予算額　459,000円

　現職会員対象に18種類（給付事業及び共済事業）の給付
事業を、退職会員に４種類の給付事業を計画をしておりま
す。給付事業にかかる予算額は、251,534,000円を計
上しております。

●退職医療脱退一時金 ● ● ●
(1)退職会員等が満55歳以上満60歳未満で脱退した場合
一時拠出金額と現職会員期間1年につき5,000円を合
算した額

(2)退職会員等が満60歳以上70歳未満で脱退した場合
給付残存期間1年につき10,000円

予算額　499,000円

●退職医療給付金
退職会員等が病気又は負傷で保険医療機関等に医療費の

支払をした場合

53,117,000円

●退職医療返還一時金
(1)現職会員が退職した場合において、退職会員になる資
     格のない者又は退職会員にならなかった者

     60歳を超える年数１年につき 5,000円

14,917,000円

●退職医療死亡弔慰金
(1)退職会員等が満55歳以上満60歳未満で死亡した場合

(2)退職会員等が満60歳以上70歳未満で死亡した場合
給付残存期間1年につき10,000円

459,000円

　現職会員対象に18種類（給付事業及び共済事業）の給付

●退職医療脱退一時金
(1)退職会員等が満55歳以上満60歳未満で脱退した場合

(2)退職会員等が満60歳以上70歳未満で脱退した場合
給付残存期間1年につき10,000円

499,000円

●介護休暇給付金 ● ● ●
　現職会員が介護休暇に関する条例又は規程に基づく介護
休暇の承認を受けて休暇した場合
　1日につき給料日額×60／100　（限度90日）

予算額　928,000円

●退会記念給付金 ● ● ●
　現職会員が満50歳以上の年齢で退職した場合において、
その者の現職会員期間が10年以上あり、かつ、現職会員
期間中に職員研修事業助成金の給付を受けていないとき
　額面50,000円の旅行クーポン券

予算額　22,894,000円

●医療補助金 ● ● ●
　現職会員又はその被扶養者が保険医療機関に医療費の支
払をした場合
　１件につき13,000円を控除した金額
　（100円未満は切捨て）

予算額　51,636,000円

●競技大会助成金 ● ● ●
　２所属所以上で30人以上の現職会員が参加のスポーツ
大会を実施した場合

予算額　500,000円

現 職 会 員

退 職 会 員

介護休暇給付金 ● ● ●

現職会員が介護休暇に関する条例又は規程に基づく介護
休暇の承認を受けて休暇した場合
　1日につき給料日額×60／100　（限度90日）

予算額　928,000円

退職医療給付金 ● ● ●

退職会員等が病気又は負傷で保険医療機関等に医療費の
支払をした場合
　1月につき7,000円を控除した金額
　（100円未満は切捨て）

予算額　53,117,000円

退職医療死亡弔慰金 ● ● ●

(1)退職会員等が満55歳以上満60歳未満で死亡した場合
一時拠出金額と現職会員期間１年につき5,000円を合
算した額 

(2)退職会員等が満60歳以上70歳未満で死亡した場合
給付残存期間1年につき10,000円

予算額　459,000円

退職医療脱退一時金 ● ● ●

(1)退職会員等が満55歳以上満60歳未満で脱退した場合
一時拠出金額と現職会員期間1年につき5,000円を合
算した額

(2)退職会員等が満60歳以上70歳未満で脱退した場合
給付残存期間1年につき10,000円

予算額　499,000円

退会記念給付金 ● ● ●

　現職会員が満50歳以上の年齢で退職した場合において、
その者の現職会員期間が10年以上あり、かつ、現職会員
期間中に職員研修事業助成金の給付を受けていないとき
　額面50,000円の旅行クーポン券

予算額　22,894,000円

競技大会助成金 ● ● ●

　２所属所以上で30人以上の現職会員が参加のスポーツ
大会を実施した場合

予算額　500,000円

退職医療返還一時金 ● ● ●

(1)現職会員が退職した場合において、退職会員になる資
     格のない者又は退職会員にならなかった者
　 在職期間１年につき5,000円
(2)満60歳を超えて退職会員等の資格を取得した場合
     60歳を超える年数１年につき 5,000円

予算額　14,917,000

　現職会員対象に18種類（給付事業及び共済事業）の給付
事業を、退職会員に４種類の給付事業を計画をしておりま
す。給付事業にかかる予算額は、251,534,000円を計
上しております。

医療補助金 ● ● ●

　現職会員又はその被扶養者が保険医療機関に医療費の支
払をした場合
　１件につき13,000円を控除した金額
　（100円未満は切捨て）

予算額　51,636,000円



互 助 会 の 概 況
（平成25年2月末現在）

・所 属 所 数  44
・会　員　数 現職会員 15,326 人
 退職会員 3,535 人
・被扶養者  18,043 人
・平均給料月額 322,020 円

（業務全般の総括）

（業務全般の総括補佐）

発行所／一般財団法人愛媛県市町村職員互助会　松山市三番町5丁目13番地1　TEL／089-945-4045㈹　編集発行人／大西 猛
Eメールアドレス／e-ctv-gojyokai@tau.e-catv.ne.jp

お
知
ら
せ

平成25年度もよろしくお願いします。

互助会事務局組織（平成25年4月1日現在）

参　事  

山本・健一

事務局長

大西　猛

　
皆
様
方
に
ご
加
入
い
た

だ
い
て
い
ま
す
共
済
グ
ル
ー

プ
保
険
の
配
当
金（
配
当
率

は
左
表
の
と
お
り
）を
平
成

25
年
2
月
25
日
に
加
入
者

の
指
定
口
座
に
送
金
し
ま

し
た
。

　
監
事
で
あ
っ
た
甲
岡
秀
文

氏（
鬼
北
町
長
）が
、
平
成

25
年
3
月
28
日
に
鬼
北
町

長
を
退
任
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
監
事
の
職
を
離
職
し
ま

し
た
。
互
助
会
の
発
展
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

役
員
の
退
任

• 庶務・経理
• 互助会だより
• 公益事業

• 退職福祉事業 • 月例報告書
• 給付事業
• 共済事業

• 厚生事業
 ・共済グループ保険
 ・新がん保険
 ・積立年金

事務補

小西・由似
事務補

河本・由香
事務補

中村・葉子
事務補

金川・由紀

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

共済グループ保険配当率等

保 険 の 種 類 配 当 率 等

団体定期保険 42.558％

医療保障保険 35.843％

療養給付プラン 無 事 故
払戻 20％

大洲城は鎌倉時代末期、元弘元年（1331年）に築城されたといわれ、伊予大洲藩の政治
と経済の中心地として繁栄しました。明治21年（1888年）老朽化により天守は解体されまし
たが、地元住民の城郭への保護活動と市民による寄付等によって平成16年（2004年）、史
実に基づいて忠実に復元されました。四層四階の複連結式天守復元は、建築基準法施行
以来初の木造復元天守で、高さ19.15mは日本一となります。

大洲城（大洲市）


